55　限定正社員に関する規定
第○条（雇用区分の明確化）

１．限定正社員制度を希望する者は、次のいずれかを選択し雇用区分を明確化する。

(1)　勤務地限定正社員とは、勤務する地域を限定し、現在の居所の移転を伴わない者をいう。

(2)　職務限定正社員とは、一定の職務に就くものとし、その職務分掌により業務を行う者をいう。

(3)　勤務時間限定正社員とは、所定労働時間が、会社で定める所定労働時間と比較して短く、期間の定めのない契約を締結し、基本給などの賃金制度等が、他の従業員と同等に扱われる者をいう。

第○条（転換制度）

１．現在の職務から限定正社員制度に転換を希望する者、又は限定正社員から総合職に転換を希望する者は、次のような取り扱いを行う

(1)　転換を希望する年度の前年度の○月○日までに、転換希望申請書を会社に提出しなければならない

(2)　会社は、希望する者の属性、勤務能力等を勘案して○月○日までに決定し、本人に通知する

(3)　通知を受けた者は、新年度より新しい職務に就くものとし、引継ぎを完了させることとする

(4)　総合職に転換を希望する者は、係長以上の職責を持つ者で、３年以上在籍しているものとする

(5)　転換制度を適用されたものは、適用後３年間は新たな変更をすることができず、転換制度を利用する回数は２回までとする
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